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内容の要旨及び審査の結果の要旨
細菌性眼内炎の治療に際して眼外に投与された抗菌剤は眼血液関門のため眼内，特に硝子体内には十分
移行しないので，抗菌剤の硝子体内注入や抗菌剤添加灌流液を用いた硝子体切除術などが必要となる。し
かし過量の抗菌剤の硝子体内投与は網膜障害を来たすおそれがあり，抗菌剤の安全でかつ有効な硝子体内
投与量の決定は重要である。また眼内外に投与された抗菌剤の眼内動態は治療方針の決定や副作用の防止
を考える上で大切である。
本研究では塩酸ロメフロキサシン（LFLX）の硝子体内投与がウサギ網膜におよぼす影響を，網膜電図
(ERG)，視覚誘発電位（VEP）および組織学的所見を指標として検討した。また硝子体内注入後のLFLX
の眼内動態および全身投与されたLFLXの眼内移行性も検討した。白色および有色ウサギの正常眼への
LFLX100および20qug硝子体内注入では電気生理学的および組織学的に異常所見は見られなかった。白
色および有色ウサギの正常眼へのLFLX500および1000αg硝子体内注入は一過性にｂ波振幅の増大および
OP振幅の減少をもたらしたが，ａ波およびｃ波振幅へは影響しなかった。LFLX20Mg硝子体内注入後
の硝子体内LFLX濃度は白色および有色ウサギともに注入24時間後まで指数関数的に減少し，半減期はそ
れぞれ約２８および約3.1時間であった。硝子体内注入後のメラニン非含有眼組織内のLFLX濃度は白色ウ
サギと有色ウサギとで近似した値を示したが，メラニン含有眼組織内のLFLX濃度は注入後12時間以降で
は白色ウサギに比し有色ウサギで有意に高かった。LFLX20m9/kg全身投与後のメラニン非含有眼組織内
のLFLX濃度には正常眼と硝子体切除眼とで明らかな差はなく，白色ウサギと有色ウサギとの間にも明ら
かな差はなかった。メラニン含有眼組織内LFLX濃度は白色ウサギに比し有色ウサギで有意に高かったが，
正常眼と硝子体切除眼との間では明らかな差を示さなかった。
本研究ではLFLXの硝子体内許容投与量を決定し，さらにLFLX硝子体内注入後の眼内動態およびLFLＸ
全身投与後の眼内移行性を明らかにすることにより細菌性眼内炎のLFLX眼内あるいは全身投与による治
療法を確立した。本研究は眼治療学に寄与するものと評価された。
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